
272人が新たに仲間入り
平成31年2月28日、母校体育館で同窓会入会式が開かれた。新たに入会したのは
翌日に卒業式を控えた卒業生272人。河村希典さん（平成2卒）が司会を務めた。

視
野
を
広
く
持
っ
て
進
め

　

ま
ず
銭
谷
眞
美
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
卒

業
を
祝
す
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
へ
の
入
会
を
歓

迎
す
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
一
人
一
人
に
語
り
か

け
る
よ
う
な
口
調
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
皆
さ
ん
は
多
く
が
秋
田
で
生
ま
れ
、
秋
田
で

育
ち
、
秋
田
で
学
ん
で
き
た
こ
と
と
思
う
。
部
活

動
や
大
学
受
験
で
は
県
内
や
他
県
の
高
校
生
が
相

手
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
こ
の
先
の
大
学
や
就

職
で
は
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
各
地
に
場
が

広
が
る
。
学
問
で
も
就
職
で
も
行
政
で
も
同
じ
、

世
界
が
相
手
で
あ
る
。
ど
う
か
視
野
を
広
く
持
っ

て
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
多
角
的
で
深
い
も

の
と
し
て
、
世
界
の
中
の
日
本
、
秋
田
、
そ
し
て

自
分
と
い
う
意
識
で
世
界
の
平
和
と
、
持
続
可
能

な
成
長
に
貢
献
で
き
る
人
材
へ
と
育
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」

心
震
わ
す
出
会
い
大
切
に

　

続
い
て
平
成
２
卒
で
、
19
年
に
秋
田
市
に
株
式

会
社
ゼ
ロ
ニ
ウ
ム
を
設
立
し
、
秋
田
を
代
表
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
C
G
）
制
作

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
成
長
さ
せ
た
、
代
表
取
締
役

の
伊
藤
茂
之
さ
ん
が
新
入
会
員
に
激
励
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
卒
業
お
め
で
と
う
。
皆
さ
ん
は

平
成
最
後
の
卒
業
生
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い

時
代
を
担
う
貴
重
な
人
材
で
あ
る
」
と
前
置
き
し

た
上
で
、
株
式
会
社
ゼ
ロ
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
「
秋

田
に
お
け
る
C
G
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
会
社
で
、

秋
田
初
の
C
G
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
C
G

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
東

京
な
の
だ
が
、
秋
田
に
も
意
外
と
多
く
あ
り
、
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
る
。」
と
説
明
。

現
在
手
が
け
て
い
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
コ
ン

テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
動
画
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
。

　

さ
ら
に
自
分
が
今
の
道
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て
、「
高
校
１
年
生
の
と
き
に
ゲ
ー
ム
『
フ
ァ
イ

ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
と
の
〝
心
震
わ
す
出
会

い
〟
が
あ
っ
た
、
そ
の
と
き
に
受
け
た
衝
撃
が
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と

い
え
る
」
と
打
ち
明
け
た
。
そ
し
て
「
仕
事
に
興

味
を
持
ち
、
勇
気
を
持
っ
て
旅
立
つ
こ
と
が
重
要

だ
。
皆
さ
ん
も
心
震
わ
せ
る
出
会
い
を
大
事
に
し

て
、
勇
気
あ
る
旅
立
ち
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

そ
の
旅
路
の
先
に
、
い
つ
か
故
郷
へ
帰
っ
て
く
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
。

皆
さ
ん
の
来
る
新
時
代
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
新
入
会
員
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

喜
び
と
強
い
責
任
感
じ
る

　

そ
の
後
、
同
窓
会
の
中
村
順
子
副
会
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
っ
た
新
入
会
員
代
表
の
髙
橋
花
樺

さ
ん
が
「
各
界
で
ご
活
躍
さ
れ
る
先
輩
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
秋
田
高
校
同
窓
会
の
一
員
に
な
る
こ

と
に
３
年
生
一
同
、
大
き
な
喜
び
と
強
い
責
任
を

感
じ
て
い
る
。
高
校
在
学
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
同
窓
の
先
輩
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
自
分
た
ち
が
そ
の
立

場
と
な
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

そ
し
て
最
後

に
、
応
援
団

O
B
・
紫
紺
の
会

の
鈴
木
明
夫
さ
ん

（
昭
和
45
卒
）
の

エ
ー
ル
で
全
員
が

校
友
会
歌
を
歌

い
、
2
7
2
人
の

入
会
を
祝
っ
た
。

お礼の言葉を述べる髙橋花樺さん

「
1
5
0
年
史
」に
情
報
提
供
を

「
1
5
0
年
史
」
へ
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

◆
入
学
時
に
渡
さ
れ
た
木
札

　

校
章
が
焼
き
印
さ
れ
、
自
分
の
名
前
が
墨
書
さ
れ
た

木
札
。
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
不
明
で
す
。
現
在
、
Ｓ

33
年
入
学
者
ま
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前

に
配
布
さ
れ
た
事
実
が
あ
れ
ば
、
同
窓
会
事
務
局
に
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

◆
卒
業
時
の
記
念
品

　

卒
業
時
、
同
窓
会
か
ら
の
記
念
品
の
推
移
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
次
の
物
し
か
確
認
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

① 

Ｓ
36
年
卒
＝�

（
男
性
）
校
章
入
り
の
バ
ッ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
）
銀
線
細
工
の
ブ
ロ
ー
チ

　

② 

Ｓ
45
年
卒
＝�

（
男
性
）校
章
入
り
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン

　

③ 

時
期
不
明
＝
校
章
入
り
文
鎮

　

④ 

時
期
不
明
＝
U
S
B
メ
モ
リ
ー

◆
太
平
山
登
山
の
写
真

　

特
に
山
頂
で
の
写
真
。

◆
修
学
旅
行
の
内
容

　

実
施
日
や
日
程
、
宿
泊
地
、
米
持
参
の
有
無
な
ど
。

◆
駅
前
校
舎
の
時
代
に
あ
っ
た
薪
当
番
に
関
す
る
こ
と

◆
生
徒
手
帳
等
に
残
さ
れ
た
授
業
の
1
週
間
の
時
間
割
表

　

現
在
、
次
の
3
件
は
収
集
済
み
で
す
。

　

① 

Ｓ
54
年
卒
の
3
年
間
時
間
割
。

　

② 

Ｓ
40
年
卒
の
3
年
間
時
間
割
。

　

③ 

H
2
年
入
学
の
1
年
次
の
時
間
割
。

※　
　
　

※

　

こ
れ
ら
6
件
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�（
1
5
0
周
年
記
念
誌
編
集
特
別
委
員
会
・
半
田
和
彦
）

秋田高校同窓会だより VOL.1055




